


無限の可能性

旧称「西日本オイルシール販売株式会社」の頭文字
「ＮＯＳ」に、無限の可能性を表す「Ｘ」をプラスすること
で、新しい未来の創造と開拓という理念を示しています。
また、「Ｘ」のかたちは大空へとはばたく翼をイメージして
おり、品質とサービスのさらなる向上を目指す私たちの
意思を表しています。

未来への可能性と、
私たちの想いを乗せた「Ｘ」の翼

技術と知識を着実に高め
「可能性」をひとつずつ「実現」する、
お客様のお役に立てる企業を目指します。

needs
【需要・要求】

エクノスは、九州最大規模の在庫数と、これまでに構
築してきた在庫管理システムにより必要なときに必要
なものを供給します。

必要なときに、必要なものを。
在庫管理も万全

ご要望に応じた商品の供給と
緊急な需要にも迅速に対応できる
パーツセンターです。

oriented
【志向】

エクノスは、お客様とのコミュニケーションを通じ御
社の潜在的な課題の抽出をします。その課題に対し
仮説を立て、それをシミュレーションにて検証し解決
のご提案をします。

お客様とより密接な関係を築き
潜在化した課題を解決

まだ表面化していない
あるいは、将来起こりうる課題を
未然に解決するご提案をします。

sales
【販売】

エクノスは、お客様の要求に対して、材料（ゴム・樹脂・
金属・セラミック等）の基礎知識と幅広い商品知識で
様々なご提案をし、お客様にとって最適なものをご用
意いたします。

求められるQCDEに対し、
高いレベルで応える技術商社

商品の販売だけではなく
情報の提供やご提案などにより
お客様の利益に貢献します。
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● 課題解決
● 提案営業

● 安定供給
● 情報提供

連 携

顧客密着型
needs志向

メーカー

お客様

材料【ゴム・樹脂・金属・セラミック】の基礎知
識と幅広い商品知識を持ち、顧客の求める
QCDEのご要求に適切に対応可能な商社を
目指します。

技術商社

顧客のニーズに迅速に対応できる、シールを
中心としたパーツセンターを目指します。

パーツセンター
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2021年（R3）湘南営業所を開設
関東営業所を千葉営業所へ改称
2021年（R3）湘南営業所を開設
関東営業所を千葉営業所へ改称

2022年（R4）1月
工事課を開設

2012年（H24）
エクノス株式会社に社名変更
本社事務所を移転　福岡営業所を移転
大阪営業所を移転　上海事務所を開設
関東出張所を開設
代表取締役社長に益田博之が就任する。

エクノス株式会社に社名変更
2012年（H24）
エクノス株式会社に社名変更

2015年（H27）関東営業所を開設
関東出張所を営業所に昇格し
千葉市に移転開設する

2019年（R1）11月

関東出張所を営業所に昇格し

2019年（R1）11月
設立50周年

2015年（H27）関東営業所を開設
関東出張所を営業所に昇格し

2016年（H28）営業開発課を開設

ご 挨 拶

　当社は、2019年11月で設立50周年を迎えました。
　1969年にリックス株式会社（旧社名：山田興産）から、シール部
品の専門商社（旧社名：西日本オイルシール販売株式会社）として
分離独立し、西日本において、ＮＯＫ及びイーグル工業の代理店と
して幅広い業界へシール製品を中心に営業展開を行ない、その中
でお客様から頂いた課題を一つ一つ解決する事で取扱品目を増や
してまいりました。
　2012年5月からは社名をエクノス株式会社に変更し、顧客密着
型needｓ志向の技術商社へと転換を図りつつ、その間自前の在庫
管理システム構築へ向けて福岡・大阪・北九州営業所の移転によ
る在庫スペースの大幅拡充を実施し、更には関東営業所の開設で、
リックスグループ内における全国の拠点に対する在庫センター化
も推進しております。
　今後は、次の50年に向けてＮＯＫグループの代理店として、そし
てリックスグループの一員としての責任と役割を果たすべく、“思い
やりの心”で顧客満足を追及し、常に新たな事業・サービスを創造・
開発する魅力的な会社を目指してまいります。
何卒、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

代表取締役社長
益 田　博 之

経営理念
私たちは、思いやりの心で顧客満足を追求し、新たな事業・
サービスを創造・開発する魅力的な会社を目指します。

経営ビジョン
顧客密着型ニーズ志向で、きめ細かい提案と課題解決が出来る
技術商社を目指します。

一、 相手の立場に立って考え・行動します
一、 法令を遵守し社会倫理に則って行動します
一、 行動における判断基準は損得より善悪を優先します
一、 自発性の姿勢を重視し、自ら進んで難局に挑戦します
一、 報・連・相を重視し、全社で情報を共有化します
一、 情報の管理・整理を徹底し、迅速にビジネスに活かします
一、 先行管理に徹します
一、 環境変化に適切に対応します

行動指針

シールの需要をベースに、顧客密着型の
機械部品販売商社として安定成長してきました。

エクノス株式会社の歩み
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昭和55年　資本金増資
資本金を倍額の2,000万円に増資する。

平成元年　資本金増資
資本金を2,500万円に増資する。
平成元年　資本金増資平成元年　資本金増資

平成4年　資本金増資
資本金を2,900万円に増資する。
平成4年　資本金増資平成4年　資本金増資

平成8年　資本金増資
資本金を3,000万円に増資する。

平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。
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1969年（S44）
西日本オイルシール販売
株式会社発足（３営業所を開設）
山田興産株式会社（現リックス株式会社）のシール部門を分
離独立しオイルシール専門販売会社として西日本オイルシー
ル販売株式会社を設立し、資本金500万円にて発足する。
同時に、初代取締役社長に安井正一が就任。本社・福岡、北
九州、長崎の3営業所を開設する。
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1969年（S44）

19071907
昭和35年　需要が急増
メーカーNOK株式会社が欧州随一を誇る西独
カールフロイデンベルグ社及び西独バイエル社
と技術提携を結び、オイルシール、ポリウレタ
ン（商品名アイアンラバー）製品を生産開始す
ると同時に代理店として拡販に乗り出す。

昭和21年　需要が急増
終戦により一時中絶状態となるが、昭和22年
以降頃より諸産業が回復、米国より各種新鋭
機械が輸入されると共にオイルシール需要は
各方面に普及。昭和26年以降、潤滑油管理
の必要性が強調されると共に、鉄鋼業、各種
工作機械、建設機械、各種ポンプ、農耕機械
等に於ける需要が急増してこの取扱量も飛躍
的に増加する。

終戦により一時中絶状態となるが、昭和22年
以降頃より諸産業が回復、米国より各種新鋭

昭和21年　需要が急増
終戦により一時中絶状態となるが、昭和22年

昭和18年
主として当時の日本製鐵株式会社
（現新日本製鐵株式会社）に各種オ
イルシールを納入する。

昭和18年
主として当時の日本製鐵株式会社

1941年（S16）関西代理店となる
神戸市に日本最初のオイルシール製造販売
会社として新案特許を保有する日本油脂工
業株式会社（現NOK株式会社）が創立され
ると同時に関西代理店となる。

機械部品販売商社として安定成長してきました。

神戸市に日本最初のオイルシール製造販売

機械部品販売商社として安定成長してきました。機械部品販売商社として安定成長してきました。

1941年（S16）関西代理店となる
神戸市に日本最初のオイルシール製造販売

明治40年　卸問屋を開業
当社の親会社である山田興産株式会社（現リックス
株式会社）が、日本ゴム株式会社の前身しまや足袋
本舗代理店として卸問屋を開業する。
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昭和55年　資本金増資昭和55年　資本金増資昭和55年　資本金増資昭和55年　資本金増資

1985年（S60）
南九州営業所を開設
南九州営業所を開設する。

株式会社発足（３営業所を開設）
山田興産株式会社（現リックス株式会社）のシール部門を分
離独立しオイルシール専門販売会社として西日本オイルシー
ル販売株式会社を設立し、資本金500万円にて発足する。
同時に、初代取締役社長に安井正一が就任。本社・福岡、北

株式会社発足（３営業所を開設）
山田興産株式会社（現リックス株式会社）のシール部門を分
離独立しオイルシール専門販売会社として西日本オイルシー
ル販売株式会社を設立し、資本金500万円にて発足する。
同時に、初代取締役社長に安井正一が就任。本社・福岡、北

株式会社発足（３営業所を開設）
山田興産株式会社（現リックス株式会社）のシール部門を分
離独立しオイルシール専門販売会社として西日本オイルシー

同時に、初代取締役社長に安井正一が就任。本社・福岡、北

1972年（S47）大阪営業所を開設
資本金を倍額の1,000万円に増資すると同時
に大阪営業所を開設する。

平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。
平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。
平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。
平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。

2002年（H14）
熊本営業所を開設
熊本営業所を開設する。

平成8年　資本金増資平成8年　資本金増資

平成16年　資本金増資
資本金を3,900万円に増資する。



西日本 オイル シール

〔NOKクリューバー株式会社製品〕
特殊潤滑剤・フッ素系コーティング材

〔ユニマテック株式会社製品〕
ポリウレタンゴム製品

〔一般産業用機器・部品・その他〕
ゴム加工及び成形品・樹脂加工及び成形品・金属加工品・金型治具・工業用スプリング・皿バネ
フィルター及びフィルター再生・配管材・ジャバラ・オイレスメタル・テフロンコーティング・金属表面処理
各種接着剤・各種洗浄剤・センサー（バルコム製品）・空圧製品（ニューエラー製品）・油圧シリンダー
油圧機器・洗浄機・工業用ウエス・オイル吸着紙

〔イーグル工業株式会社製品〕
メカニカルシール・特殊バルブ・カルレッツ・セグメントシール
金属ガスケット・磁性流体シール・焼結金属製品・グランドパッキン
金属溶接ベローズ・ダイアフラムカップリング・オプトエレクトロニクス製品
アキュムレータ・エキスパンションタンク

〔日本メクトロン株式会社製品〕
フレキシブルサーキット・フレックスボード

オイルシール・Ｏリング・パッキン・防振ゴム・工業用ゴム製品・ソフトメタル
レアフロン（テフロン）製品・各種バルブ・高分子中空糸膜
フェノール樹脂成型品・アイアンラバーベルト・アイアンラバー交通安全用品

〔NOK株式会社製品〕

イーグル工業株式会社

日本メクトロン株式会社

NOK株式会社

主要取扱品目

シール製品
● オイルシール
● 往復動パッキン
● Oリング
● バックアップリング
● 固定用パッキン・ガスケット

● メカニカルシール
● グランドパッキン
● 磁性流体シール
● 高性能ゴム材部品

機器部品
● バネ
● スピーディスリーブ
● シム
● ボルト
● その他機械部品

装 置
● 自動機
● ドラフト装置
● 洗浄装置

加工部品
● ゴム部品
● 樹脂部品
● テフロン部品
● 金属部品
● セラミック・カーボン部品

パーツ
メンテナンス

●リバースエンジニアリング
●フィルター洗浄・再生
●ベアリング再生
●金型補修（肉盛り）
●防腐剤

副資材
● 交通標識
● ウエス
● 作業服
● 設計・工事費
● トナー

伝導機器
● ベルト
● プーリ
● ベルト加工
● ダイアフラムカップリング

軸 受
● 軸受

化成品
● 潤滑剤
● 防錆剤
● 接着剤

● 補修材
● 薬品（洗浄剤）

表面処理
● 表面処理

流体機器
● ベローズ
● ジャバラ
● アキュムレーター
● 油空圧機器
● 配管・継手・ホース類

● フィルター
● ポンプ
● 熱交換器
● ノズル

電 材
● 電子部品
● 電動・制御・計器
● 電子部品
● 電動・制御・計器

エクノス取扱商品

ロゴマークの頭文字「X」の青い部分は飛び立つ鳥の翼をイメージしています。
我々も鳥のような胸筋を備えることで、未来に向けて飛躍してまいります。

● バックアップリング
● 固定用パッキン・ガスケット

高性能ゴム材部品バックアップリング
固定用パッキン・ガスケット

● 高性能ゴム材部品

● 表面処理

● テフロン部品● テフロン部品
● 金属部品
● セラミック・カーボン部品

テフロン部品

セラミック・カーボン部品

テフロン部品

セラミック・カーボン部品

● 

● 

ボルト
その他機械部品

● 作業服
● 設計・工事費
● トナー

副資材
交通標識
ウエス
作業服作業服
設計・工事費
トナー

流体機器
フィルター
ポンプ
熱交換器
ノズル

シール
メンテナンス

●最適なシール提案
●カートリッジメカニカルシール
●メカニカルシール修理
●防塵カバー（ジャバラ）
●特殊潤滑剤

流体
メンテナンス

●配管工事（サニタリー・真空）
●配管機器（バルブ・継手類）
●ポンプ修理・整備
●モーター修理・整備

装
● 自動機
● ドラフト装置
● 洗浄装置

● プーリ
● ベルト加工
● ダイアフラムカップリングダイアフラムカップリング

プーリ
ベルト加工
ダイアフラムカップリング

軸 受
● 軸受

● 潤滑剤
● 防錆剤
● 接着剤

● 補修材
● 薬品（洗浄剤）



主要取引先

［鉄鋼金属部門］
大阪製鐵（株）
昭和電工（株）
日本製鉄（株）
日鉄テックスエンジ（株）
東京製鐵（株）
日鉄鋼板（株）
（株）淀川製鋼所

［産業機械部門］
アイム電機工業（株）
（株）アーステクニカ
有光工業（株）
イーグル工業（株）
（株）石橋製作所
（株）ROCKY ICHIMARU
エイテックス（株）
岡野バルブ製造（株）
（株）極東製作所
玄海テック（株）
湖北精工（株）
三和工機（株）
昭和鉄工（株）
伸和テクノス（株）
西部電機（株）
ツカサ電工（株）
（株）寺田ポンプ製作所
（株）東洋空機製作所
（株）東洋電機工業所
トヤマキカイ（株）
日工（株）
日本ビソー（株）
（株）GL HAKKO
初田工業（株）
本多機工（株）
三菱パワー（株）
ヤマシンフィルタ（株）
（株）ワイビーエム
パナソニック住宅設備（株）
兵神装備（株）
（株）堀内機械
三島光産（株）
三菱長崎機工（株）
ミナノ精工（株）
（株）美木多機械
（株）本村製作所
安田工業（株）
レンゴー（株）
山川エンジニアリング（株）
リックス（株）

［造船・輸送機械・輸送関係部門］
マリンハイドロテック（株）
三菱重工業（株）
（株）矢野特殊自動車

［電力・電気機械部門］
九州電力（株）
協和機電工業（株）
三相電機（株）
J-POWERジェネレーションサービス（株）
東芝三菱電機産業システム（株）
(有)刀根電機工業所
日本電産テクノモータ（株）
パナソニックデバイスSUNX九州（株）
三菱電機（株）
（株）安川電機
安川コントロール（株）
（株）ユーラステクニカルサービス
安川エンジニアリング（株）
安川オートメーション・ドライブ（株）

［医薬、化粧品関連部門］
（株）アイディエス
（株）アンプリー
一般財団法人　化学及血清療法研究所
沢井製薬（株）
田辺三菱製薬工場（株）
（株）東洋新薬
フレゼニウスメディカルケアジャパン（株）
ホソカワミクロン（株）

［研究開発部門］
水素エネルギー製品研究試験センター（HyTReC）
九州大学
宮崎大学

［半導体関係部門］
アルバック機工（株）
アルバック九州（株）
（株）荏原製作所
京セラ（株）
（株）ＳＵＭＣＯ
ＳＵＭＣＯ･ＴＥＣＨＸＩＶ（株）
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング（株）
太陽光発電技術研究組合(ＰＶＴＥＣ)
日新電機（株）
I-PEX（株）
富士フィルム九州（株）
（株）三井ハイテック
ラピスセミコンダクタ宮崎（株）

［化学工業・窯業部門］
ＡＧＣエスアイテック（株）
ＮＯＫ（株）
日本エア･リキード合同会社
日鉄ケミカル＆マテリアル（株）
西部ガスホールディングス（株）
太平洋マテリアル（株）
ＴＯＴＯ（株）
神戸ペイント（株）
中国塗料（株）

［食品機械、食品関連部門］
（株）いかるが牛乳
オーケー食品工業（株）
九星飲料工業（株）
キューサイ（株）
霧島酒造（株）
（株）幸和工業
プライムデリカ（株）熊本工場
コカ･コーラ ボトラーズジャパン（株）
サン食品（株）
三和酒類（株）
タカ食品工業（株）
（株）たらみ
大徳食品（株）
ニシラク乳業（株）
ニッカウヰスキー（株）
日世（株）
ニビシ醤油（株）
（株）フジマックネオ
濱田酒造（株）
ハンナン食品（株）
不二精機（株）
プリマルーケ（株）
マルキン食品（株）
味覚糖（株）
南日本酪農協同（株）
（株）明治
ヤマエ食品工業（株）

（敬称略・順不同）

シールの需要をベースに、顧客密着型の
機械部品販売商社として安定成長してきました。

エクノス株式会社の歩み

1907

1941

1943

1946

1960

1972

1980

1985

1989

1992

1996 2000

昭和47年　大阪営業所を開設
資本金を倍額の1,000万円に増資する
と同時に大阪営業所を開設する。

昭和55年　資本金増資
資本金を倍額の2,000万円に増資する。

昭和60年　南九州営業所を開設
南九州営業所を開設する。

平成元年　資本金増資
資本金を2,500万円に増資する。

平成4年　資本金増資
資本金を2,900万円に増資する。

平成8年　資本金増資
資本金を3,000万円に増資する。

平成12年　資本金増資
資本金を3,300万円に増資する。

1969

昭和44年
西日本オイルシール販売
株式会社発足

山田興産株式会社（現リックス株式会社）のシール部門を分
離独立しオイルシール専門販売会社として西日本オイルシー
ル販売株式会社を設立し、資本金500万円にて発足する。
同時に、初代取締役社長に安井正一が就任。本社・福岡、
北九州、長崎の3営業所を開設する。

3営業所を開設

平成14年　熊本営業所を開設
熊本営業所を開設する。

昭和35年　需要が急増
メーカーNOK株式会社が欧州随一を誇る西独
カールフロイデンベルグ社及び西独バイエル社
と技術提携を結び、オイルシール、ポリウレタ
ン（商品名アイアンラバー）製品を生産開始す
ると同時に代理店として拡販に乗り出す。

昭和21年　需要が急増
終戦により一時中絶状態となるが、昭和22年
以降頃より諸産業が回復、米国より各種新鋭
機械が輸入されると共にオイルシール需要は
各方面に普及。昭和26年以降、潤滑油管理
の必要性が強調されると共に、鉄鋼業、各種
工作機械、建設機械、各種ポンプ、農耕機械
等に於ける需要が急増してこの取扱量も飛躍
的に増加する。

昭和18年
主として当時の日本製鐵株式会社
（現新日本製鐵株式会社）に各種オ
イルシールを納入する。

昭和16年　関西代理店となる
神戸市に日本最初のオイルシール製造販売
会社として新案特許を保有する日本油止工
業株式会社（現NOK株式会社）が創立され
ると同時に関西代理店となる。

明治40年　卸問屋を開業
当社の親会社である山田興産株式会社（現リックス
株式会社）が、日本ゴム株式会社の前身しまや足袋
本舗代理店として卸問屋を開業する。

設 立

会 社 名

取 引 銀 行

本社 所在地
役 員

西日本シティ銀行　博多支店
福岡銀行　筑紫通支店 ／ 北九州銀行　福岡支店

〒812-0015 福岡市博多区山王2丁目2番19号
電話（092）431-0090(代) FAX（092）441-0050

昭和44年11月1日

資 本 金 39,000千円　（払込）～84.5％リックス（株）保有 従 業 員 数 73名（令和4年3月31日現在）

許 可 番 号 管工事許可番号
古物商許可番号

福岡県知事許可（般-3）第114340号
福岡県公安委員会許可 第901022110021号

年間売上高 55億円（令和4年3月期）

代表取締役 社長　益田　博之
取　　締　　役　松尾　和彦
取　　締　　役　中村　佳三
監　　査　　役 苅田　 透

エクノス株式会社  （英文）XNOS Co., LTD

リックス株式会社 概要

代表取締役社長　安 井　卓

会 社 名

明治40年10月

リックス株式会社　（英文）RIX CORPORATION

代 表
設 立

創 業

昭和39年5月1日

資 本 金 8億2千7百90万円

上 場 取 引 所 東京証券取引所（市場第一部）／福岡証券取引所

取 引 銀 行
西日本シティ銀行博多支店・三菱UFJ銀行福岡中央支店
広島銀行福岡支店・福岡銀行本店営業部・肥後銀行福岡支店
みずほ銀行福岡支店・三菱UFJ信託銀行福岡支店本 社 所 在 地

〒812-0015 福岡市博多区山王1丁目15番15号
電話（092）472-7311　FAX（092）474-3399

年 間 売 上 高 322億円（令和4年3月期）

流体応用機器・装置製造販売　精密自動・計測機器販売
製鋼副資材等販売

従 業 員 数 437名（令和4年3月31日現在）

営 業 種 目

エクノス株式会社概要

湖北精工（株）

広島銀行福岡支店・福岡銀行本店営業部・肥後銀行福岡支店

流体応用機器・装置製造販売　精密自動・計測機器販売

エイテックス（株）
岡野バルブ製造（株）
（株）極東製作所

〒812-0015
福岡市博多区山王2丁目2番19号
TEL 092-431-0090
FAX 092-441-0050

〒812-0015
福岡市博多区山王2丁目13番8号
TEL 092-441-2790
FAX 092-441-2787

〒803-0844
北九州市小倉北区真鶴1丁目2番12号
TEL 093-285-3321
FAX 093-285-3323

〒861-8003
熊本市北区楠8丁目8番13号
TEL 096-348-7070
FAX 096-348-7075

〒852-8154
長崎市住吉町13-8
アンフィニー住吉
TEL 095-845-5135
FAX 095-845-5085

〒260-0001
千葉市中央区都町2丁目13番16号
TEL 043-214-0150
FAX 043-214-0152

〒251-0041
神奈川県藤沢市辻堂神台1丁目
3番39号7F
TEL 0466-38-6271
FAX 0466-38-6272

千葉営業所

本社

商品管理課
〒812-0015
福岡市博多区山王2丁目13番8号
TEL 092-431-0023
FAX 092-474-6395

福岡営業所

〒812-0015
福岡市博多区山王2丁目2番19号
TEL 092-431-7605
FAX 092-441-0056

営業開発課
〒811-2104
福岡県粕屋郡宇美町井野23-1
TEL 092-957-6510
FAX 092-957-6512

工事課

北九州営業所

長崎営業所

熊本営業所
〒899-4322
霧島市国分福島2丁目10-36
メゾン桃原1F
TEL 0995-48-6201
FAX 0995-48-6224

南九州営業所

〒591-8002
堺市北区北花田町3丁45番9号
TEL 072-240-1357
FAX 072-240-1388

大阪営業所

湘南営業所

福岡






